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Ⅰ．平成１６年度中間決算のポイント



3Ⅰ－１．１６年度上期販売電力量

販売電力量 ３７６億７，５００万kWh
対前年同期比 　 ＋４．９％

販売電力量 ３７６億７，５００万kWh
対前年同期比 　 ＋４．９％

376.75

359.11358.43357.55

366.55

3.7

-2.5

0.2
0.2

4.9

300

325

350

375

400

H12/上  H13/上  H14/上  H15/上  H16/上  

-30.0

-28.0

-26.0

-24.0

-22.0

-20.0

-18.0

-16.0

-14.0

-12.0

-10.0

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0
（億kWh） （％）

対前年伸び率（右目盛）

（2000/上） （2001/上） （2002/上） （2003/上） （2004/上）

（単位：百万ｋＷｈ，％）
16年度 15年度 前年

区   分 上　期 上　期 同期比

（A） （B） （A/B）

電     灯 10,858 10,372 104.7

業務用 5,530 5,201 106.3

電 小   口 5,871 5,549 105.8

力 その他 729 744 98.1

計 12,130 11,494 105.5

電灯・電力計 22,988 21,866 105.1

特定規模需要 14,687 14,045 104.6

販売電力量計 37,675 35,911 104.9

 ［参考］

12,323 11,871 103.8大口電力（再掲）

特
定
規
模
需
要
以
外
の
需
要



4Ⅰ－２．大口電力の伸び率
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１４ヶ月連続で対前年同月を上回る
～ 機械，非鉄，化学で堅調な伸び ～

１４ヶ月連続で対前年同月を上回る
～ 機械，非鉄，化学で堅調な伸び ～
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Ⅰ－３．１６年度中間売上高，経常利益

＋５９

＋１７１

中間売上高 　 ７,２２１億円
対前年同期比 ＋１．９％

当初見通しから＋１７１億円

中間経常利益 ７５９億円
対前年同期比　 ＋６１．３％
当初見通しから ＋５９億円

中間経常費用 ６,４９５億円

対前年同期比 ▲ ２．１％
　 修 繕 費 （▲１２９億円）

　　　　減価償却費 （▲ ８８億円）

　　　　支 払 利 息 (▲ ５１億円）

　　　　燃 　料 　費 （▲ ５０億円）

　



6Ⅰ－４．特別損失，中間純利益
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　（内　訳）
　　減損会計の早期適用による減損処理（６０億円）
　　巻原子力発電所建設協力金の損失処理（３９億円）



7Ⅰ－５．１６年度見通し
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Ⅱ．経営概況



9
Ⅱ－１．経営の基本目標と最重要課題

◆長期経営ビジョン（平成１２年３月策定）で掲げる
企業グループ像

●お客さまから選択される複合エネルギーサービス企業

◆１６年度中期経営方針・基本目標

●私たちは，お客さまに喜ばれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギーサービスを提供します

企業信頼度向上への取組み

収益拡大への取組み

収益拡大と企業信頼度向上に資する
企業グループ大の事業推進体制強化

３
つ
の
主
要
施
策



10Ⅱ－２．主要定量目標の推移
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11Ⅱ－３．定量目標と進捗状況

平成15年度実績平成16年度上期実績

２,２８３億円

２,５２１億円

２１．５％

２１．３％

２兆１,８６８億円

２兆２,９０８億円

４．３％

４．３％

１,１１２億円16～18年度3ヵ年平均１,７００億円以上単独

１,２７０億円16～18年度3ヵ年平均１,９００億円以上連結ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

（ＦＣＦ）

２２．５％20年度末までに２５％以上単独

２２．５％20年度末までに２５％以上連結
株主資本比率

２兆１,１１６億円20年度末までに１兆８,０００億円以下単独

２兆２,４７１億円20年度末までに１兆９,０００億円以下連結
有利子負債残高

２．９％16～20年度5ヵ年平均４％以上単独

２．９％16～20年度5ヵ年平均４％以上連結総資産営業利益率

（ＲＯＡ）

至近の実績平成16年度中期経営方針

における定量目標

平成15年度実績平成16年度上期実績

１,５８３億円

１２,５３５人

１,８８５億円
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１２,４００人

８１０億円

至近の実績

16～18年度3ヵ年平均 １,６００億円以下修繕費

18年度末までに １２,０００人程度従業員数

16～18年度3ヵ年平均 ２,０００億円以下設備工事費

平成16年度中期経営方針

における定量目標

財

務

目

標

効
率
化
目
標
（
単
独
）



12Ⅱ－４.販売拡大活動の状況

●新たな販売拡大目標を設定し，今後平成２０年度までの５年間で
１０億ｋＷｈ程度の需要創出を目指す。

　平成16～18年度で ３万ｋＷ程度拡大

　平成16～18年度で ８万ｋＷ程度拡大

　平成16～18年度で ５万台程度拡大
　　（オール電化住宅設置分以外のＩＨ単体導入）

　平成16～18年度で ４万戸程度拡大

平成20年度までに １０億ｋＷｈ程度創出

平成１６年度中期経営方針

　６,４０３ｋＷ

１２,２２１ｋＷ

８,９００台

５,９１９戸

約１億ｋＷｈ

上期実績

蓄熱等空調システム導入

販 売 電 力 量

業務用電化厨房導入

ＩＨクッキングヒーター導入

オール電化住宅導入

●販売推進体制の強化

本店お客さま本部内に「お客さま提案部」を設置（１６年６月）

エネルギーソリューショングループ
お客さまのニーズに対して，当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ
が保有する専門的な技術力・ノウハウを
最大限に活用し，解決策を提示

・・・
エネルギー
パートナー

エネルギー
パートナー

エネルギー
パートナー



13Ⅱ－５．オール電化住宅の導入拡大

◆オール電化住宅の１６年度上期の新規導入戸数は，
５,９１９戸・・・前年同期比７．０％増 （累計８３,６７６戸）

◆オール電化住宅の１６年度上期の新規導入戸数は，
５,９１９戸・・・前年同期比７．０％増 （累計８３,６７６戸）

１８年度までの
今後３ヶ年で
４万戸程度
導入拡大

１８年度までの
今後３ヶ年で
４万戸程度
導入拡大
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●１６年度は１２,０００戸をオール電化の導入目標としているが，上期実績で
新設住宅着工戸数４３,４４３戸のうち ５,９１９戸がオール電化住宅であり，
その採用率は１３．６％と順調な伸びを示している。

●１６年度は１２,０００戸をオール電化の導入目標としているが，上期実績で
新設住宅着工戸数４３,４４３戸のうち ５,９１９戸がオール電化住宅であり，
その採用率は１３．６％と順調な伸びを示している。



14Ⅱ－６．業務用電化厨房の導入拡大

◆業務用電化厨房の１６年度上期の新規導入ｋＷは，
１２,２２１ｋＷ・・・前年同期比８．６％増 （累計１５２,０５０ｋＷ）

◆業務用電化厨房の１６年度上期の新規導入ｋＷは，
１２,２２１ｋＷ・・・前年同期比８．６％増 （累計１５２,０５０ｋＷ）
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●主な導入先は，学校給食施設，福祉施設，病院，スーパー，外食産業。
特に，東北の強みである，業務用電化厨房，蓄熱式空調システム，電気温水器を備え
たオール電化の学校給食施設は，上期末で累計３２施設と全国的にも先駆的位置付け。

●主な導入先は，学校給食施設，福祉施設，病院，スーパー，外食産業。
特に，東北の強みである，業務用電化厨房，蓄熱式空調システム，電気温水器を備え
たオール電化の学校給食施設は，上期末で累計３２施設と全国的にも先駆的位置付け。
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平成１２年３月の電力市場の部分自由化以降
・他電力会社⇒新規参入者（ＰＰＳ）への需要離脱が発生。
・当社⇒自由化対象（全販売電力量の４割弱）において,需要離脱はない。

平成１７年１月から規制部門において４％台の引下げを実施

Ⅱ－７.料金戦略（料金引下げ）
現　状

基本的なスタンス

●経営環境に適合した当社独自の料金戦略の展開
　Ⅰ（考え方の具体的展開）
　　マーケティング強化によりお客さまのニーズを把握し，お客さまの期待に
　　応える料金メニューの設定
　Ⅱ（経営環境の的確な把握）
　　料金戦略は，需要動向・競争環境・経営効率化の進捗状況，財務見通し等を
　　総合的に勘案



当資料は，東北電力の評価を行うための参考となる情報提供のみを目的としたものです。当資料に掲載され
ております予測数字等は，東北電力の将来に関する見通し及び計画に基づく将来予測であります。
従って，これらの業績見通しのみに全面的に依拠する事はお控え下さいますようお願いいたします。
これらの将来予測には，既知･未知のリスクや不確定な要素などの要因が含まれており，その要因によって
東北電力の実際の成果や業績，実績などは，記載の見通しとは大きく異なることが有り得ます。
東北電力では，投資の結果等に対する責任は負いかねますのでご了承下さい。

お問い合わせ：東北電力㈱ 経理部ＩＲグループ

ダイヤルイン：022（799）6086


